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〔(社)日本家政学会

生活教育への献立作成システム導入に関する研究

葉学園短大　○吉中哲子　駒沢女子短大　寺田和子

報化社会への対応として．家庭科教育においてもパーソナルコンピュータによ

が試みられており．食生活の分野でも．栄養価、廃棄率などの計算処理にはす

れている．　しかし、家庭科でパーソナルコンピュータの効果的利用がそれ程

のは．教師の側にコンピュータを十分に使いこなせないということもあろうが

が発見学習、課題解決学習の要素が多いという特殊性や、実践的活動を重視す

ことも一因と考える。学校でも家庭でもパーソナルコンピュータがかなり導A さ

現状から、家庭科教育の食生活分野へＣＡＩ教材を取り入れて学習効* を高めそ

より家庭の食生活をより豊にすることが望まれる。そこで、栄養、食品、調理の総合

識の集積である献立作成のシステム化を行ない。現在の食生活を見直し適正な献立作

能力を養うことを目的として本研究を行なった。

法　基礎データとして、日本人の栄養所要量。四訂日本食品標準成分表、日常使用す

品の目安量とその栄養価,350種の調理品目の材料・分量,15 0例の献立とその

養価を入力し．栄養価の検討ならびに献立作成のシステム化を行なった．

結果　このシステムを用いる事により, ①摂取した食事の栄養面、食品面からの検討と

題点の発見, ②献立作成システムによる問題解決. ③主菜を和・洋・中のスタイル別.

品材料別、調理手法別のいずれからも選択できる｀ため．学習者の自由な知的プロセスが

能. ④豊富な調理品目．献立例により個々の多様な食生活に対応, ⑤調理品目の材料・

量表による調理への興味と実践などの学習効果が期待出来る．

F 12 家政学領域における実践教育の検討（第３報）

　　授業へのパソコン導入の影響について

　　　　　　　　　　　　　　　　　賢明女短大 本庄哲郎　○田扉幸子

目的　いま社会の情報化がすすみ、情報機器は隅々にまて急速に浸透しつつある．しかし

ニューメデイア教育元年といわれた1985年の普及率をみると先進国のlOOX導入との格差は

大きい．導入の是非は様々に論じられる中で、短大の調理学実習の授業時に効率よく活用

するための動機づけを目標に、昭和60年度より自作のプログラムおよび市販ワープロソフ

トを使用、これらの受講生に対する影響について調杢、検討を試みたので報告する．

方法　I,本学家政科学生　221名を対象に次の項目でパソコンについて意識状況を調杢．

1）入学前の知名度とその時期・檄会・方法、イメージ、興味、保有率、使用頻度など

2)入学後の興味・理解一難易度の変化および将来への期待など　n、家政専攻　調理学実

習受講生145名を対象に毎回実施した教材について栄養価計算■グラフ作成（栄養・食品の

バランスを示す）のプログラムを使用して整理、これらに対する.意識状況を調査、Ⅲ、同

専攻　特別研究受講生35名を対象に上記内容とワープロソフトを併用、各48種引用の料理

ノート2 部.栄養診断カードなどを作成、指導効果を検討（PC9801-F2,-VM2を使用）

結果　対象学生は比較的簡単な操作でこれらの種類の使用が可能であることを知り、今回

のいづれもに指導効果が認められた.即ち　1)授業への興味.理解を深めるための補助

教材　2）情報化への関心を深める動機づけ　・３〉受動的学生気質に対する活性化　４〉

計算やグラフ作成のスピー,ド化　5)グループから個別学習への勿果　6）栄養改善窓､轟

を高めるための媒体作0 など　パソコン導入により実習活動の活性化をみた．今後、合理

的食生活の実践を目標に　献立構成のプログラムとテキストとの関連づけを検討したい．


